
 

 

 

 

 

今回、集団解決の場面（伝え合う）で低学年、中学年、高学年、

特別支援学級について、発達段階に応じて伝え合う場を工夫し、

児童の自分の考えを広げたり深めたりする力を伸ばす「苫小牧市

立豊川小学校の取組み」について紹介いたします。 

        ＊「算数的な表現力」とは、「具体物、絵や図等を使って自力解決させる授業」「習得した技能を活

用させる授業」など豊川小学校の研修主題に基づくものです。 

    

    

小学校学習指導要領解説小学校学習指導要領解説小学校学習指導要領解説小学校学習指導要領解説    算数編算数編算数編算数編にはにはにはには    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とありますとありますとありますとあります。。。。そこでそこでそこでそこで、「、「、「、「伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動のののの工夫工夫工夫工夫」」」」でででで、、、、 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

学校全体で伝え合う活動の指導を進める上での参考資料にしてい

ただきたいと思います。 

なお、参考として「集団解決の場面」を具体的に示した学習指導

案を例示いたします。 

  

算数的算数的算数的算数的なななな表現力表現力表現力表現力をををを育育育育てるためにてるためにてるためにてるために    伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動編活動編活動編活動編    

指導計画の作成と内容の取扱い２（２） 

 思考力・判断力・表現力等を育成するため、各学年の内容

の指導に当たっては、言葉、数、式、図、票、グラフを用い

て考えたり、説明したり、互いに自分の考えを表現し伝え合

ったりするなどの学習活動を積極的に取り入れるようにす

ること。 

１ 各学年等に応じた「発達段階における伝え合いの系

統性（話す・聞く・話し合う）」 

（資料資料資料資料１１１１） 

２ 「学習過程への位置づけ：集団解決」の設定 

（資料資料資料資料２２２２） 

 



資料資料資料資料１１１１    

平成平成平成平成 23232323 年度教育課程研究指定校年度教育課程研究指定校年度教育課程研究指定校年度教育課程研究指定校    苫小牧市立豊川小学校苫小牧市立豊川小学校苫小牧市立豊川小学校苫小牧市立豊川小学校のののの取組取組取組取組みみみみ 

 

 

 

 

    PointPointPointPoint    

 集団集団集団集団解決解決解決解決のののの場面場面場面場面においてにおいてにおいてにおいて、、、、一人一人一人一人一人一人一人一人のののの考考考考えをえをえをえを分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく伝伝伝伝ええええ合合合合

うううう場場場場をををを工夫工夫工夫工夫することによってすることによってすることによってすることによって、、、、自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを広広広広げたりげたりげたりげたり深深深深めたりするめたりするめたりするめたりする

力力力力をををを伸伸伸伸ばすためのばすためのばすためのばすための取組取組取組取組みみみみ    

《《《《発達段階発達段階発達段階発達段階にににに応応応応じたじたじたじた伝伝伝伝ええええ合合合合うううう場場場場のののの工夫工夫工夫工夫》》》》    
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低学年 中学年 高学年 特別支援 

 

 

話

す 

・自分の考えを絵

などを使って、は

っきり話すこと

ができる。 

・自分の考えを絵

や図などを使っ

て、聞き、人のこ

とを意識しなが

ら話すことがで

きる。 

・自分の考えを絵

や図などを使っ

て、相手に分かっ

てもらえるよう

に話すことがで

きる。 

・自分の思いや考

えを話すことが

できる。 

 

聞

く 

・友だちの考えを

しっかり聞くこ

とができる。 

・自分の考えを友

だちと比べなが

ら聞くことがで

きる。 

・自分の考えを友

だちと比べ、共通

点や相違点を見

つけながら聞く

ことができる。 

・教師の話を最後

まで聞くことが

できる。 

 

 

 

 

 

 

話

し

合

う 

・友だちの考えを

分かろうとする。 

・友だちの考えで

もやってみる。 

・友だちの考えを

理解し、よさを考

えたり発表した

りする。 

・友だちの考えを

取り入れてやっ

てみる。 

・友だちの考えの

よさがわかり、ど

の考えが一番分か

りやすいかなどを

考えたり発表した

りする。 

・友だちの考えの

よさを生かしなが

ら問題を解く。 

 

伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動のののの充実充実充実充実    

隣どうしで 

小グループで 

中グループで 

学級全体で 

中グループで 

学級全体で 



 

資料２    

「学習過程への位置づけ：集団解決」の設定 

課

題

把

握 

○ 問題の内容や状況をつかむ。 

・ 分かっていることは何か。 

・ 求めることは何か 

・ 分からないことは何か 

自

力

解

決 

○ どうすれば答えを求められるか考える（見通し） 

 

○ 必要な情報を読み取り、考えを進めて課題を解 

決する。 

 ア 問題の文から 

 イ 問題の数や式、図、表、グラフが表す意味や

関係から 

 ウ 既習事項との関連から 

○ 求めた答えが正しいかどうか考える。 

○ 他に方法はないかどうか考える。 

○ 求め方の説明を考える。 

 

 

 

 

 

集

団

解

決 

○ 自分の考えを説明する。 

○ 自分の考えと他の考えを比べて考える。 

○ 本時の課題に沿って話し合い、考え方を比較し

たり焦点化したりする。 

○ 本時の課題に沿って、分かったことをまとめる。 

○ 適応問題を解く。 

ま

と

め 

・

評

価 

○ 学習を振り返り、思ったことや考えたことを感

想として書く。 

○ 学習した内容を通して、気付いたことを書く。 

○ 自分で気付いた新たな課題について書く。 

 

 

 

 

絵絵絵絵、、、、図図図図、、、、表表表表、、、、式式式式などなどなどなど    

つ 

か 

む 

解 

決 

す 

る 

まや

とっ

めて 

るみ 

 る 

振 

り 

返 

る 

 

 

 

 

発 達 段 階発 達 段 階発 達 段 階発 達 段 階

にににに 応応応応 じ てじ てじ てじ て

工夫工夫工夫工夫    












